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こ
の
国
の
最
大
の
問
題
は
「
い

か
に
財
政
の
健
全
化
を
図
っ
て
い

く
か
と
い
う
こ
と
だ
」
と
い
う
声

が
、
メ
デ
ィ
ア
、
政
治
家
、
経
済

の
評
論
家
な
ど
か
ら
し
き
り
に
発

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
財
政
が
危
機
的
だ
と
政
府
が｢

財
政
危
機
宣
言
」
を
出
し
た
の
は

１
９
９
５
年
の
こ
と
で
し
た
。
そ

れ
以
降
、
政
府
の
歳
出
削
減
が
最

大
の
優
先
課
題
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
う
し
て
、
わ
が
国
の
教
育

に
占
め
る
公
的
な
支
出
の
割
合

は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
の
平
均
と

比
べ
、
全
教
育
分
野
で
見
る
と
67

％
、
高
等
教
育
分
野
で
は
45
％
と

い
う
情
け
な
い
割
合
に
な
り
ま
し

た
。
人
的
資
源
し
か
資
源
の
な
い

国
で
、
ま
し
て
子
供
の
数
が
減
り

続
け
て
い
る
と
い
う
の
に
、
世
界

の
ど
の
主
要
国
よ
り
も
、
教
育
費

の
政
府
負
担
を
減
ら
し
て
い
る
の

で
す
。

　
道
路
や
橋
な
ど
の
建
設
事
業

も
、
こ
の
20
年
を
見
る
と
先
進
国

で
わ
が
国
だ
け
が
減
少
を
続
け
半

分
以
下
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
同
じ
期
間
に
ア
メ
リ
カ
は
約

２
倍
に
伸
ば
し
ま
し
た
し
、
フ
ラ

ン
ス
も
約
１
・
７
倍
と
大
き
く
増

加
さ
せ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
を
メ

デ
ィ
ア
が
報
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
Ｏ

Ｅ
Ｃ
Ｄ
各
国
の
な
か
で
最

も
政
府
債
務
が
増
加
し
た
の
で
す

か
ら
、
一
体
こ
の
国
は
20
年
も
の

間
、何
を
し
て
き
た
の
で
し
ょ
う
。

　
歳
出
削
減
に
よ
る
財
政
健
全
化

と
い
う
考
え
や
方
法
が
間
違
っ
て

い
た
の
で
す
。
経
済
を
成
長
さ
せ

て
、
税
収
を
伸
ば
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
の
で
す
。
歳
出
カ
ッ

ト
に
加
え
て
消
費
税
を
上
げ
て
国

民
の
消
費
を
減
少
さ
せ
、
デ
フ
レ

を
加
速
し
て
経
済
を
冷
や
す
と
い

う
こ
と
を
や
っ
て
は
い
け
な
か
っ

た
の
で
す
。

　
経
済
成
長
し
財
政
を
健
全
化
さ

せ
る
た
め
に
は
、
①
企
業
の
設
備

を
効
率
的
な
も
の
に
更
新
す
る
②

技
術
の
進
歩
を
図
る
③
勤
労
者
の

能
力
を
向
上
さ
せ
る
④
イ
ン
フ
ラ

を
整
備
し
て
移
動
や
物
流
を
効
率

的
に
す
る
、
な
ど
の
政
策
や
取
り

組
み
こ
そ
が
必
要
だ
っ
た
こ
と
を

日
本
が
証
明
し
て
し
ま
っ
た
の
で

す
。

誤
り
の
財
政
健
全
化
議
論
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し
た
道
路
附
属
物
等
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
策
定
（
Ｈ
29
・
10
）
な
ど
が
あ

っ
た
。
合
わ
せ
て
各
種
の
観
光
施

策
（
日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
、
多
方
面
で

の
法
制
度
等
の
充
実
、
観
光
ビ
ジ

ョ
ン
実
現
プ
ロ
グ
ラ
ム
２
０
１

８
、
日
本
遺
産
、
ジ
オ
パ
ー
ク
、

農
業
遺
産
等
）
も
施
行
さ
れ
、
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
増
加
等
に
よ
る
機
運

の
高
ま
り
等
、
道
路
を
取
り
巻
く

社
会
動
向
の
変
化
も
め
ま
ぐ
る
し

か
っ
た
。

　
一
方
で
風
景
街
道
の
認
知
度
不

足
や
活
動
の
停
滞
等
の
課
題
も
散

見
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
発
展
へ

の
具
体
的
取
り
組
み
の
方
向
性
案

が
示
さ
れ
た
。
以
下
の
３
本
柱
が

基
本
と
な
っ
て
い
る
。

①
活
動
の
活
性
化

　
景
観
の
整
備
・
保
全
、
案
内
看

　
板
等
の
検
討
、
情
報
の
発
信
・

　
共
有

②
交
流
連
携
の
促
進

　
道
の
駅
と
の
連
携
、
同
種
活
動

　
と
の
連
携
、
関
連
施
策
と
の
連

　
携
、
関
係
者
の
交
流

③
環
境
活
動
の
整
備

　
表
彰
制
度
導
入
、
登
録
内
容
の

　
再
確
認
、
道
路
協
力
団
体
制
度

　
の
活
用
、
支
援
体
制
の
構
築
等

　
１
４
１
ル
ー
ト
に
存
在
す
る
道

の
駅
の
数
は
多
く
、
風
景
街
道
と

道
の
駅
の
連
携
は
、
今
後
さ
ら
に

重
要
と
思
わ
れ
る
。

　
近
畿
風
景
街
道
協
議
会
は
冊
子

「
日
本
風
景
街
道w

ith

道
の
駅
」

を
作
成
し
、
風
景
街
道
と
道
の
駅

の
魅
力
を
紹
介
し
て
い
る
。「
ぐ

る
り
・
富
士
山
風
景
街
道
」
で
は
、

道
の
駅
「
あ
さ
ぎ
り
」
で
シ
ー
ニ
ッ

ク
マ
ル
シ
ェ
を
開
催
、
道
路
の
美
化

活
動
資
金
捻
出
を
図
っ
て
い
る
。

　
道
の
駅
と
連
携
し
た
情
報
発

信
、
活
動
・
情
報
発
信
拠
点
と
し

て
の
道
の
駅
の
活
用
や
共
同
イ
ベ

ン
ト
、
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
の
創
設
、

合
同
会
議
な
ど
、
双
方
の
相
乗
効

果
が
さ
ら
に
図
れ
る
形
で
の
連
携

が
実
現
す
れ
ば
、
さ
ら
な
る
魅
力

が
発
信
さ
れ
観
光
客
の
増
加
、
地

域
活
性
化
へ
の
機
運
が
高
ま
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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道
の
駅
も
風
景
街
道
も
国
土
交

通
省
が
進
め
る
制
度
で
、
全
国
に

定
着
し
て
い
る
。
道
の
駅
が
地
域

の
中
核
施
設
と
し
て
機
能
し
て
い

る
一
方
、
風
景
街
道
に
は
特
定
の

施
設
は
な
く
、
既
存
の
道
路
の
快

適
性
を
高
め
る
こ
と
に
主
眼
が
置

か
れ
て
い
る
。
ど
ち
ら
も
地
元
の

住
民
や
企
業
に
支
え
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
共
通
で
、
目
的
も
最
終
的

に
は
地
域
の
振
興
に
結
び
つ
く
も

の
で
あ
る
。

　
点
か
ら
線
、
線
か
ら
面
へ
発
展

す
る
と
言
わ
れ
る
が
、
そ
の
意
味

で
は
点
は
道
の
駅
、
線
は
風
景
街

道
と
考
え
ら
れ
る
。
道
の
駅
は
、

道
路
利
用
者
の
利
便
性
を
高
め
る

以
外
に
、
地
方
創
生
の
中
で
地
域

振
興
の
拠
点
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
、
防
災
や
農
林
水
産
物
の
販
売
、

文
化
や
風
土
の
展
示
や
集
会
な
ど

の
拠
点
と
し
て
複
合
的
な
機
能
が

付
加
さ
れ
て
い
る
。
高
齢
者
の
た

め
の
施
設
や
教
育
機
関
、
医
療
施

設
な
ど
も
併
設
し
、
小
さ
な
拠
点

化
を
目
指
し
試
み
て
い
る
地
域
も

あ
る
。

　
日
本
風
景
街
道
の
目
的
は
、
郷

土
愛
を
育
み
、
日
本
列
島
の
魅
力

・
美
し
さ
を
発
見
、
創
出
す
る
こ

と
で
あ
る
。
同
時
に
、
道
路
を
基

本
に
多
様
な
主
体
が
協
働
し
て
、

景
観
、
自
然
、
歴
史
、
文
化
等
の

地
域
資
源
を
活
か
し
た
国
民
的
な

原
風
景
を
創
成
す
る
運
動
を
促

　
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
コ
シ

ノ
ジ
ュ
ン
コ
さ
ん
が
手

が
け
、
日
本
の
象
徴
富

士
山
を
モ
チ
ー
フ
に
、

歴
史
や
文
化
が
道
路
を

介
し
て
未
来
へ
と
続
い

て
い
く
こ
と
へ
の
願
い

を
こ
め
て
表
現
し
た
。

　
風
景
街
道
は
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
に
支
え
ら
れ
、
植
栽
や
清
掃

を
し
た
り
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
標

識
の
整
備
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
や
柵

の
色
彩
を
統
一
す
る
な
ど
の
活
動

を
地
道
に
行
っ
て
い
る
。
道
路
を

利
用
す
る
人
の
快
適
性
を
高
め
る

中
で
、
地
域
へ
の
理
解
や
親
密
性

を
深
め
る
働
き
を
持
つ
と
言
え

る
。
道
の
駅
に
比
べ
る
と
、
制
度

資
金
や
整
備
の
た
め
の
資
金
が
使

い
に
く
い
面
も
あ
る
。

　
全
国
「
道
の
駅
」
連
絡
会
は
、
９
月
中
旬
か
ら
各

地
の
道
の
駅
で
、「
道
の
駅
　
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
」
を

始
め
る
。
道
の
駅
利
用
者
の
満
足
度
や
利
用
者
の
さ

ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
を
調
査
し
、
道
の
駅
の
質
の
向
上

に
役
立
て
る
の
が
目
的
だ
。

　
ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
な
ど
に
刷
り
込
ん
だ
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
を
ス
マ
ホ
に
読
み
込
ん
で
も
ら
い
、
ア
ン
ケ
ー

ト
に
答
え
て
も
ら
う
仕
組
み
で
、
実
際
に
道
の
駅
を

訪
れ
た
利
用
者
の
「
生
の
声
」
を
収
集
す
る
。

　
回
答
者
に
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
用
意
、
抽
選
で
当
選

者
を
決
め
る
。

　
詳
細
は
同
連
絡
会
の
Ｈ
Ｐ
参
照
（https://

w
w

w
.m

ichi-no-eki.jp

）

﹁
日
本
風
景
街
道
﹂
有
識
者
懇
談
会
提
言
（
案
）
と
道
の
駅

道
の
駅
と
風
景
街
道
の
連
携

風景街道「秩父路ルネッサンス」と道の駅

三
峰
山
に
近
い
荒
川
の
景
観
（
道

の
駅
「
大
滝
温
泉
」
で
）
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︾
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駅
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次世代風力発電で地域貢献を！～熱い思いをつなぐ「風」のリレー～

小
濱
哲

熊
野
稔

　
風
景
街
道
は
い
く
つ
か
の
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
そ
れ
ぞ
れ
活
動

す
る
た
め
、
行
政
と
し
て
も
活
動

を
取
り
ま
と
め
た
り
積
極
的
な
指

導
を
行
う
こ
と
が
困
難
で
、
活
動

情
報
は
把
握
で
き
て
も
、
事
業
と

し
て
風
景
街
道
の
活
動
を
支
え
る

こ
と
が
難
し
い
状
況
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
風
景
街
道
に
は
活
動

を
表
彰
す
る
制
度
が
あ
る
。
地
域

に
根
ざ
し
て
継
続
的
に
活
動
を
行

っ
て
い
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の

成
果
を
評
価
し
よ
う
と
す
る
制
度

で
、
地
味
な
活
動
を
地
域
の
人
々

と
と
も
に
一
生
懸
命
に
行
っ
て
い

る
組
織
を
紹
介
し
、
行
政
と
し
て

も
キ
チ
ン
と
見
て
い
る
こ
と
を
伝

え
る
も
の
で
も
あ
る
。

　
評
価
の
際
に
は
、
地
元
マ
ス
コ

ミ
に
も
取
り
上
げ
て
も
ら
い
、
活

動
す
る
人
た
ち
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
上
げ
る
こ
と
に
も
配
慮
し
て

い
る
。
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
間
に

は
あ
ま
り
交
流
が
な
い
た
め
、
表

彰
制
度
で
取
り
上
げ
た
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
の
活
動
内
容
や
悩
み
を

知
り
、
き
っ
か
け
と
し
て
相
互
の

情
報
流
通
が
生
ま
れ
れ
ば
良
い
、

と
思
っ
て
い
る
。

　
風
景
街
道
が
親
し
ま
れ
、
よ
り

利
用
さ
れ
る
た
め
に
は
、
情
報
発

信
が
重
要
だ
。
Ｊ
Ａ
Ｆ
（
日
本
自

動
車
連
盟
）
は
風
景
街
道
を
ド
ラ

イ
ブ
す
る
モ
デ
ル
コ
ー
ス
を
紹
介

し
て
お
り
、
利
用
す
る
人
々
も
増

え
て
い
る
。
道
の
駅
が
情
報
拠
点

機
能
を
持
つ
な
ら
、
近
隣
の
風
景

街
道
の
情
報
を
集
中
的
に
取
り
上

げ
て
ほ
し
い
。
走
り
や
す
さ
や
見

所
ば
か
り
で
な
く
、
車
を
降
り
て

歩
く
場
所
や
写
真
ス
ポ
ッ
ト
、
立

ち
寄
り
た
い
商
店
街
や
カ
フ
ェ
な

ど
、
素
材
に
限
り
は
な
い
。

　
風
力
発
電
に
は
「
水
平
軸
型
」
と
「
垂
直
軸
型
」

が
あ
る
の
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？

　
海
沿
い
の
道
や
山
道
を
ド
ラ
イ
ブ
し
て
い
て
、
急

に
視
界
が
開
け
た
先
に
大
き
な
風
車
が
回
っ
て
い

る
、
そ
ん
な
風
景
に
遭
遇
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
堂
々
と
立
つ
大
き
な
風
車
、
そ
れ
が
「
水
平
軸

型
」
で
す
。
風
力
発
電
と
い
え
ば
、
こ
の
風
車
を
思

い
浮
か
べ
る
方
が
ほ
と
ん
ど
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
こ
れ
か
ら
の
風
力
発
電
は
「
垂
直
軸
型
」

が
主
流
に
な
る
…
か
も
し
れ
な
い
の
で
す
。
そ
の
キ

ー
ワ
ー
ド
は
「
効
率
」
と
「
環
境
」。「
水
平
軸
型
」

は
強
い
風
が
吹
く
方
向
に
風
車
を
向
け
る
な
ど
、
立

地
に
制
限
が
あ
り
ま
す
。
又
、
構
造
か
ら
発
生
す
る

騒
音
が
気
に
な
る
と
い
う
意
見
も
あ
り
、
住
宅
地
等

へ
の
設
置
は
難
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
に
対
し
「
垂
直
軸
型
」
は
微
風
で
も
発
電
が

可
能
で
、
建
築
物
の
屋
上
等
で
も
条
件
が
合
え
ば
後

か
ら
設
置
が
可
能
で
す
。
構
造
的
に
も
低

騒
音
で
、
住
宅
街
や
公
共
施
設
に
も
設
置

で
き
る
た
め
、
ま
さ
に
日
々
の
暮
ら
し
に

寄
り
添
う
次
世
代
の
発
電
シ
ス
テ
ム
と
い

え
ま
す
。

　
オ
ー
キ
ッ
ト
株
式
会
社
は
、
こ
の
「
垂

直
軸
型
」の
研
究
者
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

彼
は
15
年
前
に
恩
師
と
二
人
で
、
不
可
能

と
い
わ
れ
た「
20
ｋ
ｗ
垂
直
軸
型
発
電
機
」

の
開
発
に
着
手
し
ま
し
た
。
紆
余
曲
折
を

経
て
、
恩
師
が
亡
く
な
っ
た
後
も
、
た
っ

た
一
人
で
そ
の
遺
志
を
継
ぎ
、
今
や
っ
と

製
品
化
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
来
ま
し
た
。

　
私
達
オ
ー
キ
ッ
ト
株
式
会
社
は
、
恩
師

か
ら
彼
に
渡
さ
れ
た
「
風
」
の
バ
ト
ン
を

受
取
り
、
世
界
に
つ
な
ぎ
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
長
年
の
研
究
開
発
を
世
に
羽

ば
た
か
せ
、
社
会
の
お
役
に
立
て
る
よ
う

に
、
今
度
は
私
達
が
頑
張
る
番
で
す
。

元
名
桜
大
学
大
学
院
教
授

日
本
風
景
街
道
有
識
者
懇
談
会
委
員

宮
崎
大
学
地
域
資
源
創
成
学
部
教
授

し
、
地
域
活
性
化
、 

観
光
振
興
に

寄
与
す
る
こ
と
に
あ
る
。

　
第
４
回
日
本
風
景
街
道
有
識
者

懇
談
会
が
７
月
23
日
に
開
か
れ
、

「
日
本
風
景
街
道
の
発
展
に
向
け

て
提
言
（
案
）」
に
つ
い
て
意
見

を
交
換
し
合
い
、
方
向
性
が
ま
と

ま
っ
た
。

　
平
成
17
年
12
月
に
発
足
し
た
日

本
風
景
街
道
戦
略
会
議
に
よ
る
提

言
（
平
成
19
年
４
月
）
を
踏
ま
え
、

日
本
風
景
街
道
の
枠
組
み
が
作
ら

れ
て
か
ら
10
年
以
上
が
経
過
し
、

全
国
に
１
４
１
ル
ー
ト
が
誕
生
し

て
き
た
。

　
そ
の
間
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し

HYBRIDGE CARDHYBRIDGE CARDHYBRIDGE CARD ハイブリッジカード
　一般社団法人日本橋梁建設協会が作った橋カード
「HYBRIDGE�CARD（ハイブリッジカード）」が人気を集
めている。47 都道府県からセレクトした「橋の写真カー
ド」にトランプとカルタのマルチ機能を持たせ、名称は

「HYBRID（ハイブリ
ッド）」と「BRIDGE
（ブリッジ）」を掛け
合わせた。
　トランプはジョー

カーをアイアンブリッジとした 53 枚を使い、カルタはそ
の橋の特徴・データを記載した「読み札」と写真カードの「取
り札」を使う。子供から大人の「橋マニア」まで幅広い層
の人たちに「鋼橋の魅力」をＰＲする狙いで、まさに学ん
で遊べるカードとなっている。
　同協会は今後、主催する小学生向け現場見学会、大学生
向けの出前講座、橋梁模型コンテスト等のイベントで参加
者に配布する。一定数以上まとまった希望があれば、販売
もする。詳細は下記の同協会ホームページをご覧ください。

【ハイブリッジカードの使い方】
■橋カードで学ぶ
取り札は全国 47 都道府県からセレク卜さ
れた「橋の写真カード」。読み札はその橋
の特徴・データ満載の「橋のデータカード」。

■トランプとして遊ぶ
「取り札」を全て使います。（52 枚 + ジョ
ー力一）

■カルタとして遊ぶ
「あ～わ」までの「取り札」と「読み札」
を使います。
（♡６～♡Ｋは使用しません）

両
者
の
連
携
で
さ
ら
な
る
魅
力
が

茶倉駅
久保翔太郎駅長

　飯南茶の畑が広がる小高い丘の上に

三重県松阪市飯南町粥見 452 − 1
国道 166 号　TEL.0598-32-2555

あり、美しい茶倉（サンスクリット語の輪）でふ
れあいの輪を広げていただくのが狙いです。1階
は物販コーナーとお食事処、2階は櫛田川を見下
ろせる癒しのカフェスペース。地元の味噌を使っ
た「味噌カツ丼」は当店一押しのメニューです。

しょうわ
沢井大輔施設管理課長

　男鹿半島の根元にある道の駅。花に

秋田県潟上市昭和豊川竜毛字山ノ下 1-1
国道７号　�TEL.018-855-5041

特化した道の駅で、地元産の花きを数多く取り揃
えていますが、特産の佃煮も豊富です。熱帯植物
など四季折々の花を楽しめる鑑賞温室もあり、綺
麗な花壇を眺めながら食事を楽しむ事もできま
す。県外の道の駅産品交流にも力を入れています。

ほっとぱ～く・浅科
小泉達彦駅長

　雄大な浅間山や蓼科山を望むのどか

長野県佐久市甲 2177-1
国道 142 号　TEL.0267-58-0581

な田園風景は、旅の疲れを瞬時に忘れさせてく
れます。その田で採れる五郎兵衛米は粘りと甘
さが強い、独特な美味しいお米で、駅内の「あ
さしな亭」でこの美味米と郷土料理が味わえま
す。他に佐久鯉と凍み豆腐でも有名です。

八幡浜みなっと
木村謙児駅長

　みかんの段々畑が眼前に広がりフェ

愛媛県八幡浜市沖新田 1581-23
県道 27 号　TEL.0894-21-3710

リー港のお隣り。八幡浜漁港で水揚げされた魚介
類200種以上に加え、温州みかんと柑橘類が年間
通して販売され、柑橘生ジュースも100種類以上
が店頭に並ぶ。年間30件以上のイベントでも賑わ
う八幡浜の新たな観光・交流スポットである。

かつらぎ西
酒井弘次支配人

　世界遺産の高野山、丹生都比売神社、

和歌山県かつらぎ町笠田東 1271-28
国道 24/480 号　TEL.0736 − 22 − 7810

三谷坂へのルート中、京奈和自動車道かつらぎ
西ＰＡ上り線内にあります。店内では町特産の
桃・ブドウ・柿など新鮮なフルーツをはじめ地
産野菜・加工品を販売。飲食店では、和歌山ラー
メンに柿の葉寿司を堪能していただけます。

清流白川�クオーレの里
今瀬典昭支配人

　岐阜県の中央、山紫水明の里を流れ

岐阜県白川町和泉 181-1
県道 62 号　TEL.0574-72-2462

る清流沿いのアウトドアリゾート「クオーレふれ
あいの里」に併設されています。バーベキュー、
マス釣り・マスつかみなどのアクティビティー、
オートキャンプサイトやバンガロー、貸別荘コ
テージでの宿泊などが大満喫できます。

ご
と
創
生

法
（
Ｈ
26
・

12
）
／
道
路

協
力
団
体
制

度
創
設
（
Ｈ

28
・
４
）
／

無
電
柱
化
推

進
法
（
Ｈ
28

・
12
）
／
自

転
車
活
用
推

進
法
（
Ｈ
29

・
５
）
／
道

路
デ
ザ
イ
ン

指
針(

案)

、

景
観
に
配
慮

道
の
駅
の
満
足
度
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
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こ
の
国
の
最
大
の
問
題
は
「
い

か
に
財
政
の
健
全
化
を
図
っ
て
い

く
か
と
い
う
こ
と
だ
」
と
い
う
声

が
、
メ
デ
ィ
ア
、
政
治
家
、
経
済

の
評
論
家
な
ど
か
ら
し
き
り
に
発

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
財
政
が
危
機
的
だ
と
政
府
が｢

財
政
危
機
宣
言
」
を
出
し
た
の
は

１
９
９
５
年
の
こ
と
で
し
た
。
そ

れ
以
降
、
政
府
の
歳
出
削
減
が
最

大
の
優
先
課
題
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
う
し
て
、
わ
が
国
の
教
育

に
占
め
る
公
的
な
支
出
の
割
合

は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
の
平
均
と

比
べ
、
全
教
育
分
野
で
見
る
と
67

％
、
高
等
教
育
分
野
で
は
45
％
と

い
う
情
け
な
い
割
合
に
な
り
ま
し

た
。
人
的
資
源
し
か
資
源
の
な
い

国
で
、
ま
し
て
子
供
の
数
が
減
り

続
け
て
い
る
と
い
う
の
に
、
世
界

の
ど
の
主
要
国
よ
り
も
、
教
育
費

の
政
府
負
担
を
減
ら
し
て
い
る
の

で
す
。

　
道
路
や
橋
な
ど
の
建
設
事
業

も
、
こ
の
20
年
を
見
る
と
先
進
国

で
わ
が
国
だ
け
が
減
少
を
続
け
半

分
以
下
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
同
じ
期
間
に
ア
メ
リ
カ
は
約

２
倍
に
伸
ば
し
ま
し
た
し
、
フ
ラ

ン
ス
も
約
１
・
７
倍
と
大
き
く
増

加
さ
せ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
を
メ

デ
ィ
ア
が
報
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
Ｏ

Ｅ
Ｃ
Ｄ
各
国
の
な
か
で
最

も
政
府
債
務
が
増
加
し
た
の
で
す

か
ら
、
一
体
こ
の
国
は
20
年
も
の

間
、何
を
し
て
き
た
の
で
し
ょ
う
。

　
歳
出
削
減
に
よ
る
財
政
健
全
化

と
い
う
考
え
や
方
法
が
間
違
っ
て

い
た
の
で
す
。
経
済
を
成
長
さ
せ

て
、
税
収
を
伸
ば
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
の
で
す
。
歳
出
カ
ッ

ト
に
加
え
て
消
費
税
を
上
げ
て
国

民
の
消
費
を
減
少
さ
せ
、
デ
フ
レ

を
加
速
し
て
経
済
を
冷
や
す
と
い

う
こ
と
を
や
っ
て
は
い
け
な
か
っ

た
の
で
す
。

　
経
済
成
長
し
財
政
を
健
全
化
さ

せ
る
た
め
に
は
、
①
企
業
の
設
備

を
効
率
的
な
も
の
に
更
新
す
る
②

技
術
の
進
歩
を
図
る
③
勤
労
者
の

能
力
を
向
上
さ
せ
る
④
イ
ン
フ
ラ

を
整
備
し
て
移
動
や
物
流
を
効
率

的
に
す
る
、
な
ど
の
政
策
や
取
り

組
み
こ
そ
が
必
要
だ
っ
た
こ
と
を

日
本
が
証
明
し
て
し
ま
っ
た
の
で

す
。

誤
り
の
財
政
健
全
化
議
論

10

し
た
道
路
附
属
物
等
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
策
定
（
Ｈ
29
・
10
）
な
ど
が
あ

っ
た
。
合
わ
せ
て
各
種
の
観
光
施

策
（
日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
、
多
方
面
で

の
法
制
度
等
の
充
実
、
観
光
ビ
ジ

ョ
ン
実
現
プ
ロ
グ
ラ
ム
２
０
１

８
、
日
本
遺
産
、
ジ
オ
パ
ー
ク
、

農
業
遺
産
等
）
も
施
行
さ
れ
、
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
増
加
等
に
よ
る
機
運

の
高
ま
り
等
、
道
路
を
取
り
巻
く

社
会
動
向
の
変
化
も
め
ま
ぐ
る
し

か
っ
た
。

　
一
方
で
風
景
街
道
の
認
知
度
不

足
や
活
動
の
停
滞
等
の
課
題
も
散

見
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
発
展
へ

の
具
体
的
取
り
組
み
の
方
向
性
案

が
示
さ
れ
た
。
以
下
の
３
本
柱
が

基
本
と
な
っ
て
い
る
。

①
活
動
の
活
性
化

　
景
観
の
整
備
・
保
全
、
案
内
看

　
板
等
の
検
討
、
情
報
の
発
信
・

　
共
有

②
交
流
連
携
の
促
進

　
道
の
駅
と
の
連
携
、
同
種
活
動

　
と
の
連
携
、
関
連
施
策
と
の
連

　
携
、
関
係
者
の
交
流

③
環
境
活
動
の
整
備

　
表
彰
制
度
導
入
、
登
録
内
容
の

　
再
確
認
、
道
路
協
力
団
体
制
度

　
の
活
用
、
支
援
体
制
の
構
築
等

　
１
４
１
ル
ー
ト
に
存
在
す
る
道

の
駅
の
数
は
多
く
、
風
景
街
道
と

道
の
駅
の
連
携
は
、
今
後
さ
ら
に

重
要
と
思
わ
れ
る
。

　
近
畿
風
景
街
道
協
議
会
は
冊
子

「
日
本
風
景
街
道w

ith

道
の
駅
」

を
作
成
し
、
風
景
街
道
と
道
の
駅

の
魅
力
を
紹
介
し
て
い
る
。「
ぐ

る
り
・
富
士
山
風
景
街
道
」
で
は
、

道
の
駅
「
あ
さ
ぎ
り
」
で
シ
ー
ニ
ッ

ク
マ
ル
シ
ェ
を
開
催
、
道
路
の
美
化

活
動
資
金
捻
出
を
図
っ
て
い
る
。

　
道
の
駅
と
連
携
し
た
情
報
発

信
、
活
動
・
情
報
発
信
拠
点
と
し

て
の
道
の
駅
の
活
用
や
共
同
イ
ベ

ン
ト
、
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
の
創
設
、

合
同
会
議
な
ど
、
双
方
の
相
乗
効

果
が
さ
ら
に
図
れ
る
形
で
の
連
携

が
実
現
す
れ
ば
、
さ
ら
な
る
魅
力

が
発
信
さ
れ
観
光
客
の
増
加
、
地

域
活
性
化
へ
の
機
運
が
高
ま
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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道
の
駅
も
風
景
街
道
も
国
土
交

通
省
が
進
め
る
制
度
で
、
全
国
に

定
着
し
て
い
る
。
道
の
駅
が
地
域

の
中
核
施
設
と
し
て
機
能
し
て
い

る
一
方
、
風
景
街
道
に
は
特
定
の

施
設
は
な
く
、
既
存
の
道
路
の
快

適
性
を
高
め
る
こ
と
に
主
眼
が
置

か
れ
て
い
る
。
ど
ち
ら
も
地
元
の

住
民
や
企
業
に
支
え
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
共
通
で
、
目
的
も
最
終
的

に
は
地
域
の
振
興
に
結
び
つ
く
も

の
で
あ
る
。

　
点
か
ら
線
、
線
か
ら
面
へ
発
展

す
る
と
言
わ
れ
る
が
、
そ
の
意
味

で
は
点
は
道
の
駅
、
線
は
風
景
街

道
と
考
え
ら
れ
る
。
道
の
駅
は
、

道
路
利
用
者
の
利
便
性
を
高
め
る

以
外
に
、
地
方
創
生
の
中
で
地
域

振
興
の
拠
点
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
、
防
災
や
農
林
水
産
物
の
販
売
、

文
化
や
風
土
の
展
示
や
集
会
な
ど

の
拠
点
と
し
て
複
合
的
な
機
能
が

付
加
さ
れ
て
い
る
。
高
齢
者
の
た

め
の
施
設
や
教
育
機
関
、
医
療
施

設
な
ど
も
併
設
し
、
小
さ
な
拠
点

化
を
目
指
し
試
み
て
い
る
地
域
も

あ
る
。

　
日
本
風
景
街
道
の
目
的
は
、
郷

土
愛
を
育
み
、
日
本
列
島
の
魅
力

・
美
し
さ
を
発
見
、
創
出
す
る
こ

と
で
あ
る
。
同
時
に
、
道
路
を
基

本
に
多
様
な
主
体
が
協
働
し
て
、

景
観
、
自
然
、
歴
史
、
文
化
等
の

地
域
資
源
を
活
か
し
た
国
民
的
な

原
風
景
を
創
成
す
る
運
動
を
促

　
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
コ
シ

ノ
ジ
ュ
ン
コ
さ
ん
が
手

が
け
、
日
本
の
象
徴
富

士
山
を
モ
チ
ー
フ
に
、

歴
史
や
文
化
が
道
路
を

介
し
て
未
来
へ
と
続
い

て
い
く
こ
と
へ
の
願
い

を
こ
め
て
表
現
し
た
。

　
風
景
街
道
は
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
に
支
え
ら
れ
、
植
栽
や
清
掃

を
し
た
り
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
標

識
の
整
備
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
や
柵

の
色
彩
を
統
一
す
る
な
ど
の
活
動

を
地
道
に
行
っ
て
い
る
。
道
路
を

利
用
す
る
人
の
快
適
性
を
高
め
る

中
で
、
地
域
へ
の
理
解
や
親
密
性

を
深
め
る
働
き
を
持
つ
と
言
え

る
。
道
の
駅
に
比
べ
る
と
、
制
度

資
金
や
整
備
の
た
め
の
資
金
が
使

い
に
く
い
面
も
あ
る
。

　
全
国
「
道
の
駅
」
連
絡
会
は
、
９
月
中
旬
か
ら
各

地
の
道
の
駅
で
、「
道
の
駅
　
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
」
を

始
め
る
。
道
の
駅
利
用
者
の
満
足
度
や
利
用
者
の
さ

ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
を
調
査
し
、
道
の
駅
の
質
の
向
上

に
役
立
て
る
の
が
目
的
だ
。

　
ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
な
ど
に
刷
り
込
ん
だ
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
を
ス
マ
ホ
に
読
み
込
ん
で
も
ら
い
、
ア
ン
ケ
ー

ト
に
答
え
て
も
ら
う
仕
組
み
で
、
実
際
に
道
の
駅
を

訪
れ
た
利
用
者
の
「
生
の
声
」
を
収
集
す
る
。

　
回
答
者
に
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
用
意
、
抽
選
で
当
選

者
を
決
め
る
。

　
詳
細
は
同
連
絡
会
の
Ｈ
Ｐ
参
照
（https://

w
w

w
.m

ichi-no-eki.jp

）

﹁
日
本
風
景
街
道
﹂
有
識
者
懇
談
会
提
言
（
案
）
と
道
の
駅

道
の
駅
と
風
景
街
道
の
連
携

風景街道「秩父路ルネッサンス」と道の駅

三
峰
山
に
近
い
荒
川
の
景
観
（
道

の
駅
「
大
滝
温
泉
」
で
）
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歌
川
広
重
︽
東
海
道
五
拾
三
次
　
由
井

　
薩
埵
峰
︾

ぐ
る
り
富
士
山
風
景
街
道
と
道
の
駅

点
道の駅

と線
風景街道

の協力で情報発信

次世代風力発電で地域貢献を！～熱い思いをつなぐ「風」のリレー～

小
濱
哲

熊
野
稔

　
風
景
街
道
は
い
く
つ
か
の
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
そ
れ
ぞ
れ
活
動

す
る
た
め
、
行
政
と
し
て
も
活
動

を
取
り
ま
と
め
た
り
積
極
的
な
指

導
を
行
う
こ
と
が
困
難
で
、
活
動

情
報
は
把
握
で
き
て
も
、
事
業
と

し
て
風
景
街
道
の
活
動
を
支
え
る

こ
と
が
難
し
い
状
況
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
風
景
街
道
に
は
活
動

を
表
彰
す
る
制
度
が
あ
る
。
地
域

に
根
ざ
し
て
継
続
的
に
活
動
を
行

っ
て
い
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の

成
果
を
評
価
し
よ
う
と
す
る
制
度

で
、
地
味
な
活
動
を
地
域
の
人
々

と
と
も
に
一
生
懸
命
に
行
っ
て
い

る
組
織
を
紹
介
し
、
行
政
と
し
て

も
キ
チ
ン
と
見
て
い
る
こ
と
を
伝

え
る
も
の
で
も
あ
る
。

　
評
価
の
際
に
は
、
地
元
マ
ス
コ

ミ
に
も
取
り
上
げ
て
も
ら
い
、
活

動
す
る
人
た
ち
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
上
げ
る
こ
と
に
も
配
慮
し
て

い
る
。
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
間
に

は
あ
ま
り
交
流
が
な
い
た
め
、
表

彰
制
度
で
取
り
上
げ
た
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
の
活
動
内
容
や
悩
み
を

知
り
、
き
っ
か
け
と
し
て
相
互
の

情
報
流
通
が
生
ま
れ
れ
ば
良
い
、

と
思
っ
て
い
る
。

　
風
景
街
道
が
親
し
ま
れ
、
よ
り

利
用
さ
れ
る
た
め
に
は
、
情
報
発

信
が
重
要
だ
。
Ｊ
Ａ
Ｆ
（
日
本
自

動
車
連
盟
）
は
風
景
街
道
を
ド
ラ

イ
ブ
す
る
モ
デ
ル
コ
ー
ス
を
紹
介

し
て
お
り
、
利
用
す
る
人
々
も
増

え
て
い
る
。
道
の
駅
が
情
報
拠
点

機
能
を
持
つ
な
ら
、
近
隣
の
風
景

街
道
の
情
報
を
集
中
的
に
取
り
上

げ
て
ほ
し
い
。
走
り
や
す
さ
や
見

所
ば
か
り
で
な
く
、
車
を
降
り
て

歩
く
場
所
や
写
真
ス
ポ
ッ
ト
、
立

ち
寄
り
た
い
商
店
街
や
カ
フ
ェ
な

ど
、
素
材
に
限
り
は
な
い
。

　
風
力
発
電
に
は
「
水
平
軸
型
」
と
「
垂
直
軸
型
」

が
あ
る
の
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？

　
海
沿
い
の
道
や
山
道
を
ド
ラ
イ
ブ
し
て
い
て
、
急

に
視
界
が
開
け
た
先
に
大
き
な
風
車
が
回
っ
て
い

る
、
そ
ん
な
風
景
に
遭
遇
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
堂
々
と
立
つ
大
き
な
風
車
、
そ
れ
が
「
水
平
軸

型
」
で
す
。
風
力
発
電
と
い
え
ば
、
こ
の
風
車
を
思

い
浮
か
べ
る
方
が
ほ
と
ん
ど
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
こ
れ
か
ら
の
風
力
発
電
は
「
垂
直
軸
型
」

が
主
流
に
な
る
…
か
も
し
れ
な
い
の
で
す
。
そ
の
キ

ー
ワ
ー
ド
は
「
効
率
」
と
「
環
境
」。「
水
平
軸
型
」

は
強
い
風
が
吹
く
方
向
に
風
車
を
向
け
る
な
ど
、
立

地
に
制
限
が
あ
り
ま
す
。
又
、
構
造
か
ら
発
生
す
る

騒
音
が
気
に
な
る
と
い
う
意
見
も
あ
り
、
住
宅
地
等

へ
の
設
置
は
難
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
に
対
し
「
垂
直
軸
型
」
は
微
風
で
も
発
電
が

可
能
で
、
建
築
物
の
屋
上
等
で
も
条
件
が
合
え
ば
後

か
ら
設
置
が
可
能
で
す
。
構
造
的
に
も
低

騒
音
で
、
住
宅
街
や
公
共
施
設
に
も
設
置

で
き
る
た
め
、
ま
さ
に
日
々
の
暮
ら
し
に

寄
り
添
う
次
世
代
の
発
電
シ
ス
テ
ム
と
い

え
ま
す
。

　
オ
ー
キ
ッ
ト
株
式
会
社
は
、
こ
の
「
垂

直
軸
型
」の
研
究
者
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

彼
は
15
年
前
に
恩
師
と
二
人
で
、
不
可
能

と
い
わ
れ
た「
20
ｋ
ｗ
垂
直
軸
型
発
電
機
」

の
開
発
に
着
手
し
ま
し
た
。
紆
余
曲
折
を

経
て
、
恩
師
が
亡
く
な
っ
た
後
も
、
た
っ

た
一
人
で
そ
の
遺
志
を
継
ぎ
、
今
や
っ
と

製
品
化
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
来
ま
し
た
。

　
私
達
オ
ー
キ
ッ
ト
株
式
会
社
は
、
恩
師

か
ら
彼
に
渡
さ
れ
た
「
風
」
の
バ
ト
ン
を

受
取
り
、
世
界
に
つ
な
ぎ
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
長
年
の
研
究
開
発
を
世
に
羽

ば
た
か
せ
、
社
会
の
お
役
に
立
て
る
よ
う

に
、
今
度
は
私
達
が
頑
張
る
番
で
す
。

元
名
桜
大
学
大
学
院
教
授

日
本
風
景
街
道
有
識
者
懇
談
会
委
員

宮
崎
大
学
地
域
資
源
創
成
学
部
教
授

し
、
地
域
活
性
化
、 

観
光
振
興
に

寄
与
す
る
こ
と
に
あ
る
。

　
第
４
回
日
本
風
景
街
道
有
識
者

懇
談
会
が
７
月
23
日
に
開
か
れ
、

「
日
本
風
景
街
道
の
発
展
に
向
け

て
提
言
（
案
）」
に
つ
い
て
意
見

を
交
換
し
合
い
、
方
向
性
が
ま
と

ま
っ
た
。

　
平
成
17
年
12
月
に
発
足
し
た
日

本
風
景
街
道
戦
略
会
議
に
よ
る
提

言
（
平
成
19
年
４
月
）
を
踏
ま
え
、

日
本
風
景
街
道
の
枠
組
み
が
作
ら

れ
て
か
ら
10
年
以
上
が
経
過
し
、

全
国
に
１
４
１
ル
ー
ト
が
誕
生
し

て
き
た
。

　
そ
の
間
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し

HYBRIDGE CARDHYBRIDGE CARDHYBRIDGE CARD ハイブリッジカード
　一般社団法人日本橋梁建設協会が作った橋カード
「HYBRIDGE�CARD（ハイブリッジカード）」が人気を集
めている。47 都道府県からセレクトした「橋の写真カー
ド」にトランプとカルタのマルチ機能を持たせ、名称は

「HYBRID（ハイブリ
ッド）」と「BRIDGE
（ブリッジ）」を掛け
合わせた。
　トランプはジョー

カーをアイアンブリッジとした 53 枚を使い、カルタはそ
の橋の特徴・データを記載した「読み札」と写真カードの「取
り札」を使う。子供から大人の「橋マニア」まで幅広い層
の人たちに「鋼橋の魅力」をＰＲする狙いで、まさに学ん
で遊べるカードとなっている。
　同協会は今後、主催する小学生向け現場見学会、大学生
向けの出前講座、橋梁模型コンテスト等のイベントで参加
者に配布する。一定数以上まとまった希望があれば、販売
もする。詳細は下記の同協会ホームページをご覧ください。

【ハイブリッジカードの使い方】
■橋カードで学ぶ
取り札は全国 47 都道府県からセレク卜さ
れた「橋の写真カード」。読み札はその橋
の特徴・データ満載の「橋のデータカード」。

■トランプとして遊ぶ
「取り札」を全て使います。（52 枚 + ジョ
ー力一）

■カルタとして遊ぶ
「あ～わ」までの「取り札」と「読み札」
を使います。
（♡６～♡Ｋは使用しません）

両
者
の
連
携
で
さ
ら
な
る
魅
力
が

茶倉駅
久保翔太郎駅長

　飯南茶の畑が広がる小高い丘の上に

三重県松阪市飯南町粥見 452 − 1
国道 166 号　TEL.0598-32-2555

あり、美しい茶倉（サンスクリット語の輪）でふ
れあいの輪を広げていただくのが狙いです。1階
は物販コーナーとお食事処、2階は櫛田川を見下
ろせる癒しのカフェスペース。地元の味噌を使っ
た「味噌カツ丼」は当店一押しのメニューです。

しょうわ
沢井大輔施設管理課長

　男鹿半島の根元にある道の駅。花に

秋田県潟上市昭和豊川竜毛字山ノ下 1-1
国道７号　�TEL.018-855-5041

特化した道の駅で、地元産の花きを数多く取り揃
えていますが、特産の佃煮も豊富です。熱帯植物
など四季折々の花を楽しめる鑑賞温室もあり、綺
麗な花壇を眺めながら食事を楽しむ事もできま
す。県外の道の駅産品交流にも力を入れています。

ほっとぱ～く・浅科
小泉達彦駅長

　雄大な浅間山や蓼科山を望むのどか

長野県佐久市甲 2177-1
国道 142 号　TEL.0267-58-0581

な田園風景は、旅の疲れを瞬時に忘れさせてく
れます。その田で採れる五郎兵衛米は粘りと甘
さが強い、独特な美味しいお米で、駅内の「あ
さしな亭」でこの美味米と郷土料理が味わえま
す。他に佐久鯉と凍み豆腐でも有名です。

八幡浜みなっと
木村謙児駅長

　みかんの段々畑が眼前に広がりフェ

愛媛県八幡浜市沖新田 1581-23
県道 27 号　TEL.0894-21-3710

リー港のお隣り。八幡浜漁港で水揚げされた魚介
類200種以上に加え、温州みかんと柑橘類が年間
通して販売され、柑橘生ジュースも100種類以上
が店頭に並ぶ。年間30件以上のイベントでも賑わ
う八幡浜の新たな観光・交流スポットである。

かつらぎ西
酒井弘次支配人

　世界遺産の高野山、丹生都比売神社、

和歌山県かつらぎ町笠田東 1271-28
国道 24/480 号　TEL.0736 − 22 − 7810

三谷坂へのルート中、京奈和自動車道かつらぎ
西ＰＡ上り線内にあります。店内では町特産の
桃・ブドウ・柿など新鮮なフルーツをはじめ地
産野菜・加工品を販売。飲食店では、和歌山ラー
メンに柿の葉寿司を堪能していただけます。

清流白川�クオーレの里
今瀬典昭支配人

　岐阜県の中央、山紫水明の里を流れ

岐阜県白川町和泉 181-1
県道 62 号　TEL.0574-72-2462

る清流沿いのアウトドアリゾート「クオーレふれ
あいの里」に併設されています。バーベキュー、
マス釣り・マスつかみなどのアクティビティー、
オートキャンプサイトやバンガロー、貸別荘コ
テージでの宿泊などが大満喫できます。

ご
と
創
生

法
（
Ｈ
26
・

12
）
／
道
路

協
力
団
体
制

度
創
設
（
Ｈ

28
・
４
）
／

無
電
柱
化
推

進
法
（
Ｈ
28

・
12
）
／
自

転
車
活
用
推

進
法
（
Ｈ
29

・
５
）
／
道

路
デ
ザ
イ
ン

指
針(

案)

、

景
観
に
配
慮

道
の
駅
の
満
足
度
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ




